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【手続補正書】
【提出日】平成26年1月24日(2014.1.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技媒体を用いて遊技を行い、遊技の結果が特定結果となったときに可変入賞装置が開
放されるラウンド遊技を実行する特定遊技状態に制御する遊技機であって、
　前記特定遊技状態として、前記ラウンド遊技を特別回数実行する第１特定遊技状態と、
前記ラウンド遊技を前記特別回数実行するとともに、前記第１特定遊技状態とは前記ラウ
ンド遊技における前記可変入賞装置の開放期間が異なる第２特定遊技状態と、があり、
　前記可変入賞装置の開放を制御する可変入賞装置制御手段と、
　前記特定遊技状態において所定の報知を行う報知手段と、を備え、
　前記可変入賞装置制御手段は、
　前記第１特定遊技状態を開始してから全ての前記ラウンド遊技において第１開放パター
ンで前記可変入賞装置を開放する第１制御手段と、
　前記第２特定遊技状態を開始してから前記ラウンド遊技の実行回数が所定回数に達する
までの前記ラウンド遊技において前記第１開放パターンで前記可変入賞装置を開放すると
ともに、前記ラウンド遊技の実行回数が所定回数に達した後の残りの前記ラウンド遊技に
おいて前記第１開放パターンよりも開放時間が短い第２開放パターンで前記可変入賞装置
を開放する第２制御手段と、を含み、
　前記報知手段は、前記第１開放パターンで前記可変入賞装置を開放している前記ラウン
ド遊技において前記ラウンド遊技の回数の報知を行い、前記第２開放パターンで前記可変
入賞装置を開放している前記ラウンド遊技において前記ラウンド遊技の回数の報知を行わ
ない
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記目的を達成するため、本発明の遊技機は、遊技媒体を用いて遊技を行い、遊技の結
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果が特定結果となったときに可変入賞装置が開放されるラウンド遊技を実行する特定遊技
状態に制御する遊技機であって、前記特定遊技状態として、前記ラウンド遊技を特別回数
実行する第１特定遊技状態と、前記ラウンド遊技を前記特別回数実行するとともに、前記
第１特定遊技状態とは前記ラウンド遊技における前記可変入賞装置の開放期間が異なる第
２特定遊技状態と、があり、前記可変入賞装置の開放を制御する可変入賞装置制御手段と
、前記特定遊技状態において所定の報知を行う報知手段と、を備え、前記可変入賞装置制
御手段は、前記第１特定遊技状態を開始してから全ての前記ラウンド遊技において第１開
放パターンで前記可変入賞装置を開放する第１制御手段と、前記第２特定遊技状態を開始
してから前記ラウンド遊技の実行回数が所定回数に達するまでの前記ラウンド遊技におい
て前記第１開放パターンで前記可変入賞装置を開放するとともに、前記ラウンド遊技の実
行回数が所定回数に達した後の残りの前記ラウンド遊技において前記第１開放パターンよ
りも開放時間が短い第２開放パターンで前記可変入賞装置を開放する第２制御手段と、を
含み、前記報知手段は、前記第１開放パターンで前記可変入賞装置を開放している前記ラ
ウンド遊技において前記ラウンド遊技の回数の報知を行い、前記第２開放パターンで前記
可変入賞装置を開放している前記ラウンド遊技において前記ラウンド遊技の回数の報知を
行わない。
　また、遊技媒体（例えば、遊技球）が始動領域（例えば、第１始動入賞口１３、第２始
動入賞口１４）を通過したことにより可変表示の実行条件が成立した後、可変表示の開始
条件の成立（例えば、第１特別図柄および第２特別図柄のいずれの可変表示も実行されて
いない状態であって、大当り遊技状態でもないこと）にもとづいて複数種類の識別情報（
例えば、第１特別図柄、第２特別図柄）の可変表示を開始させた後に表示結果を導出表示
する可変表示部（例えば、第１特別図柄表示器８ａ、第２特別図柄表示器８ｂ）を備え、
該可変表示部に導出表示された識別情報の表示結果があらかじめ定められた特定表示結果
（例えば、大当り図柄）となったときに可変入賞装置（例えば、特別可変入賞球装置２０
）が開放されるラウンド遊技を実行する特定遊技状態（例えば、大当り遊技状態）に制御
する遊技機（例えば、パチンコ遊技機１）であって、前記特定遊技状態として、前記ラウ
ンド遊技を特別回数（例えば、１６回）実行する第１特定遊技状態（例えば１６Ｒ非確変
Ａ大当りの大当り遊技状態）と、前記ラウンド遊技を前記特別回数実行するとともに、前
記第１特定遊技状態とは前記ラウンド遊技における前記可変入賞装置の開放回数（１ラウ
ンドにおける閉鎖状態から開放状態になる回数：特定遊技状態における閉鎖状態から開放
状態になる回数と捉えてもよい）、または、前記可変入賞装置の開放時間（開放状態にな
っている期間）の少なくとも一方が異なる第２特定遊技状態（例えば、１６Ｒ確変Ｂ大当
りの大当り遊技状態）と、があり、前記可変入賞装置の開放を制御する可変入賞装置制御
手段（例えば、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０におけるステップＳ３０５，Ｓ３
０６を実行する部分）と、遊技媒体が前記始動領域を通過したときに数値データ（例えば
、ランダムＲやランダム１）を抽出する抽出手段（例えば、遊技制御用マイクロコンピュ
ータ５６０におけるステップＳ２１４Ａ，Ｓ２１４Ｂの処理を実行する部分）と、該抽出
手段により抽出された数値データを所定の上限数（例えば、４）を限度に保留記憶として
記憶する保留記憶手段（例えば、第１保留記憶バッファ、第２保留記憶バッファ）と、可
変表示の開始条件が成立したときに、前記保留記憶手段に記憶されている数値データにも
とづいて、前記特定遊技状態に制御するか否かと、前記特定遊技状態に制御するときに、
前記第１特定遊技状態、または、前記第２特定遊技状態のいずれに制御するかと、を識別
情報の表示結果が導出表示されるよりも前に決定する事前決定手段（例えば、遊技制御用
マイクロコンピュータ５６０におけるステップＳ６１の処理を実行する部分）と、該事前
決定手段による決定結果にもとづいて、前記識別情報の可変表示を実行する可変表示実行
手段（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００におけるステップＳ８０１，Ｓ８
０２，Ｓ８０３の処理を実行する部分）と、遊技媒体が前記始動領域を通過したときに、
前記抽出手段により抽出された数値データにもとづいて、前記特定遊技状態に制御される
か否かと、前記特定遊技状態に制御するときに、前記第１特定遊技状態、または、前記第
２特定遊技状態のいずれに制御されるかと、を判定する始動時判定手段（例えば、遊技制
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御用マイクロコンピュータ５６０におけるステップＳ２１７Ａ，Ｓ２１７Ｂの処理を実行
する部分）と、を備え、前記第１特定遊技状態は、前記可変入賞装置制御手段により第１
開放パターン（例えば１ラウンド３０秒間大入賞口を開放させる開放態様）で前記可変入
賞装置が開放されるラウンド遊技を所定回数（例えば８回）実行し、前記所定回数に達し
た後、前記第１開放パターンよりも開放時間が短い第２開放パターン（例えば１ラウンド
０．５秒間大入賞口を開放させる開放態様）で前記可変入賞装置が開放されるラウンド遊
技を前記特別回数に達するまでの特定回数（例えば８回）実行するものであり、前記第２
特定遊技状態は、前記可変入賞装置制御手段により前記第１開放パターンで前記可変入賞
装置が開放されるラウンド遊技を前記所定回数実行し、前記所定回数に達した後のラウン
ド遊技（例えば９ラウンド）において前記第２開放パターンで前記特定回数前記可変入賞
装置を開放し、該ラウンド遊技が終了した後、前記第１開放パターンで前記可変入賞装置
が開放されるラウンド遊技を前記特別回数に達するまで実行するものであり、前記特定遊
技状態中、前記可変入賞装置制御手段により前記第１開放パターンで前記可変入賞装置が
開放されるラウンド遊技を前記所定回数実行した後、前記可変入賞装置制御手段により前
記第２開放パターンで前記可変入賞装置が開放される間又は開放された後の少なくともい
ずれかで特定演出（例えば大当り中演出）を実行する特定演出実行手段（例えば演出制御
用マイクロコンピュータ１００におけるステップＳ１９３４，Ｓ１９３９の処理を実行す
る部分）をさらに備え、該特定演出実行手段は、前記第１特定遊技状態では、前記特定演
出として第１特定演出（例えば、図７０（Ａ－４）、（Ａ－５）または（Ｂ－４）、（Ｂ
－５）に示すように、大当り遊技状態が終了することを報知する大当り中演出）を実行し
、前記第２特定遊技状態では、前記特定演出として前記第１特定演出とは異なる第２特定
演出（例えば図７０（Ｃ）、（Ｄ）に示すように、大当り遊技状態が継続することを報知
する大当り中演出）を実行し、前記始動時判定手段により、前記第１特定遊技状態、また
は、前記第２特定遊技状態に制御されると判定されたことにもとづいて、前記始動時判定
手段による判定に用いられた数値データにもとづく識別情報の可変表示よりも前に実行さ
れる識別情報の可変表示が実行されているときに、前記第１特定遊技状態、または、前記
第２特定遊技状態に制御されることを、所定の予告演出態様によって予告する予告演出を
実行するための制御を行う予告演出制御手段（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ
１００におけるステップＳ８２１，Ｓ８６０，Ｓ８６１の処理を実行する部分）をさらに
備えるようにしてもよい。
　このような構成によれば、特定遊技状態におけるラウンド遊技の回数が同じでも、得ら
れる遊技価値が異なるので遊技にメリハリができ遊技の興趣が向上する。また、特定演出
によりいずれの特定遊技状態であるかを示唆できるので、遊技者が特定演出に注目するよ
うになり遊技の興趣が向上する。
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